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高
市
政
権
は
、
１
月
23
日
召
集
の

通
常
国
会
冒
頭
で
解
散
を
強
行
し
ま

し
た
。
解
散
か
ら
２
月
８
日
投
開
票

迄
16
日
間
と
い
う
短
期
間
で
、
し
か

も
、
豪
雪
地
帯
は
雪
に
よ
り
投
票
行

為
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
と
い

う
、最
悪
の
条
件
下
で
の
選
挙
で
す
。

　

退
職
者
連
合
は
、
こ
の
解
散
総
選

挙
に
関
し
『
国
民
主
権
・
国
民
生
活
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丹沢・塔ノ岳大倉尾根の霧氷丹沢・塔ノ岳大倉尾根の霧氷

政
治
を
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う
！

政
治
を
リ
セ
ッ
ト
し
よ
う
！

退
職
者
連
合
が
ア
ピ
ー
ル
発
出

高
市
政
権
の
危
険
性

平
和
と
生
活
重
視
の
政
治
を

最
優
先
の
政
権
を
目
指
し
て
』
と
題

す
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
出
し
ま
し
た
。

　
「
高
市
政
権
が
強
権
路
線
を
突
き

進
も
う
と
し
て
い
る
。
裏
金
・
政
治

資
金
問
題
を
置
き
去
り
に
し
て
議
員

定
数
削
減
に
す
り
替
え
よ
う
と
し
た

り
、
防
衛
費
引
き
上
げ
や
安
保
三

文
書
前
倒
し
改
定
な
ど
、
国
民
の
声

を
無
視
し
た
政
治
を
推
し
進
め
て
い

る
。
国
民
生
活
に
直
結
す
る
26
年
度

予
算
審
議
を
後
回
し
に
し
、
政
権
発

足
わ
ず
か
３
カ
月
余
り
で
衆
議
院
を

『
国
益
よ
り
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
解
散
』

し
た
自
己
保
身
優
先
の
自
民
・
維
新

に
政
権
運
営
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
退
職
者
連
合
は
、
今
の
政
治

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
す
べ
て
の
働
く
者
・

生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た
『
政
治
』

を
実
現
し
て
、
平
和
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
日
本
を
創
る
た
め
に
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
」

と
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

高
市
政
権
は
、
極
め
て
危
険
な
思

想
に
基
づ
く
政
策
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

(1)
「
普
通
の
国
」
に
す
る
と
称
し
、

「
殺
傷
」
武
器

輸
出
の
歯
止
め

撤
廃
、
非
核
三

原
則
撤
廃
を
示
唆
す
る
軍
拡
路
線
。

(2)
国
の
か
た
ち
に
関
し
、
憲
法
改
悪

に
よ
る
「
国
防
軍
保
持
」、
男
系
天

皇
維
持
に
加
え
、
国
民
生
活
の
監
視

に
つ
な
が
る
国
章
棄
損
罪
、
ス
パ
イ

防
止
法
、
対
外
情
報
庁
創
設
を
進
め

よ
う
と
す
る
、
戦
前
回
帰
の
思
考
。

(3)
ま
た
、
社
会
政
策
で
は
、
旧
姓
使

用
法
制
化
に
よ
る
夫
婦
別
姓
否
定
や

外
国
人
対
策
厳
格
化
、
時
間
外
労
働

規
制
撤
廃
な
ど
の
人
権
軽
視
を
、
政

策
の
基
調
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
の
高
支
持
率
を
背
景
に
、
安

定
政
権
を
つ
く
り
、
一
挙
に
国
の
カ

タ
チ
を
変
え
よ
う
と
目
論
む
姿
勢

は
、
私
た
ち
の
願
い
と
真
っ
向
か
ら

対
立
し
ま
す
。
裏
金
問
題
を
な
か
っ

た
こ
と
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
市
政

権
が
掲
げ
る
「
積
極
財
政
」
は
、
物

価
高
を
招
き
、格
差
を
拡
大
し
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
、
平
和
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
確
立
へ
向
け
、
今

解
散
・
総
選
挙
を
む
し
ろ
奇
貨
と
捉

え
、
東
京
清
掃
と
協
力
し
、「
政
治

の
リ
セ
ッ
ト
」、
高
市
=
自
維
に
か

わ
る
政
権
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
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１
月
24
日
、『
新
春
の
集
い
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
３
年
連

続
で
美
味
し
い
中
国
料
理
店
『
楼

蘭
』。
定
刻
ピ
ッ
タ
リ
の
11
時
45
分
、

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新春の集い２０２６新春の集い２０２６
今
年
も
元
気
に
集
い
ま
し
た

今
年
も
変
わ
ら
ず
大
盛
況

纐
纈
朗
副
会
長

の
司
会
に
よ
り

開
会
。

　

岡
澤
徹
会
長

が
年
頭
の
あ
い

さ
つ
。
来
賓
と

し
て
、
東
京
清

掃
か
ら
多
田
修

一
郎
委
員
長
と

坂
部
貴
之
副
委

員
長
、
代
表
し

て
多
田
委
員
長

か
ら
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

上
部
団
体
と
友

誼
団
体
か
ら
、

東
京
都
庁
職
員

退
職
者
連
合
会

の
中
井
陽
子
副

会
長
、
自
治
体

退
職
者
会
東
京

都
本
部
山
岸
晧

会
長
、
㈱
セ
レ

モ
ア
石
田
課
長

　

柳
前
副
会
長
の
音
頭
で
「
カ
ン
パ

～
イ
」、
懇
親
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
が
、
心
な
し
か
、

飲
む
食
べ
る
の
量
が
少
し
減
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
。
う
～
む
、
年
齢
を

感
じ
る
と
こ
ろ
あ
り
で
し
ょ
う
か
。

　

開
会
か
ら
１
時
間
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
、「
参
加
者
の
ひ
と
こ
と
」
に
。

東京清掃坂部副委員長と東京清掃坂部副委員長と
あいさつする多田委員長あいさつする多田委員長

セレモアセレモア
石田課長石田課長

都本部　都本部　
山岸会長山岸会長

都庁退　　都庁退　　
中井副会長中井副会長

纐纈朗副会長の司会で開会纐纈朗副会長の司会で開会

岡澤徹会長が年頭のあいさつ岡澤徹会長が年頭のあいさつ

柳　章前副会長の音頭で柳　章前副会長の音頭で
「カンパ「カンパ～～イ」イ」
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司
会
の
纐
纈
副
会
長
の

指
名
で
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、「
早
く
指
名
し
ろ
！
」

と
、
目
が
語
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
よ
く
ま
あ
こ
ん
な

に
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
あ
る

も
ん
だ
ね
と
感
心
、
大
爆

笑
の
連
続
で
し
た
。た
だ
し
、

今
年
は
、
い
つ
も
と
違
い
、

規
制
を
無
視
し
て
長
～
く

し
ゃ
べ
る
人
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ふ
む
、み
ん
な
、や
っ

と
大
人
に
な
っ
た
の
ね
。

　

こ
の
「
ひ
と
こ
と
」
は
、

３
月
に
発
行
す
る
『
会
員
の

近
況
報
告
』
集
に
載
せ
る

予
定
で
す
。

　

続
い
て
「
長
寿
の
お
祝

い
」、
傘
寿
以
上
の
方
と
今

年
喜
寿
を
迎
え
る
方
（
昨

年
喜
寿
で
来
ら
れ
な
か
っ

た
方
も
）
に
、
記
念
品
が

は
、
グ
ー
」。
一
番
福
か
ら
三

番
福
？
あ
た
り
ま
で
順
番
に

喜寿祝贈呈

最後は「関東の一本締め」

長寿祝贈呈
渡
さ
れ
ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
、

小
澤
会
員
の
奥
さ
ま
で
す
。
み
な
さ

ん
ご
機
嫌
、
満
面
の
笑
み
で
し
た
。

マ
ジ
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

　

二
回
戦
は
一
番
福
を
当
て
た
多
田

委
員
長
を
相
手
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
。
最

後
は
余
っ
た
景
品
の
争
奪
戦
。
貧
乏

組
織
ゆ
え
に
景
品
は
ホ
ン
ト
に
さ
さ

や
か
な
も
の
で
す
が
、
じ
ゃ
ん
け
ん

は
燃
え
ま
す
ね
。結
構
マ
ジ
で
し
た
。

　

参
加
者
は
来
賓
を
含
め
て
24
人
。

　

体
調
不
良
の
た
め
当
日
キ
ャ
ン
セ

ル
が
１
名
出
ま
し
た
が
、
会
員
の
参

加
は
昨
年
よ
り
多
く
、
会
場
は
ほ
ぼ

満
杯
で
し
た
。
最
後
に
山
岸
治
美
幹

事
の
音
頭
に
よ
り
、
元
気
よ
く
「
関

東
の
一
本
締
め
」。
名
残
り
を
惜
し

み
つ
つ
、
解
散
し
ま
し
た
。

好
き
な
景
品

を
ゲ
ッ
ト
。

　

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
「
開
運

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」。
最
初
は
岡
澤

会
長
を
相
手
に
全
員
で
「
サ
イ
シ
ョ 開運ジャンケン大会

景品ゲット！

参加者のひとこと

名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
解
散
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『行事・行動カレンダー』郵送廃止

２
月
24
日

演
芸
を
楽
し
む
会
26

　
「
演
芸
を
楽
し
む
会
」
の
参
加
者

を
募
集
中
。
予
約
し
て
あ
る
『
国
立

演
芸
場
寄
席
・
２
月
中
席
』
の
ト
リ

は
雷
門
助
六
で
す
。「
あ
や
つ
り
踊

り
」が
観
ら
れ
る
か
、「
歌
丸
似
ネ
タ
」

か
、
楽
し
み
で
す
。
仲
入
り
前
は
桂

小
文
治
、
古
典
で
し
ょ
う
か
。

　

笑
う
こ
と
は
健
康
維
持
の
秘
訣
と

か
、
大
い
に
笑
い
ま
し
ょ
う
。

●
日　
時　
２
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
場
・
集
合

●
会　
場　
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

●
会　
費　
１
０
０
０
円

●
懇
親
会　
錦
糸
町
の
と
あ
る
店

　
　
　
　
　
会
費
２
０
０
０
円
程
度

介
護
保
険
セ
ミ
ナ
ー

介
護
保
険
セ
ミ
ナ
ー

　

春
の
学
習
会

は
、「
介
護
保
険
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

介
護
保
険
の
仕
組

み
や
利
用
方
法
な

ど
初
歩
的
な
こ
と

３
月
17
日

が
意
外
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
の
で
、「
介
護
で
困
っ
た
と
き
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
～
介
護
保
険

の
イ
ロ
ハ
」
を
学
び
ま
す
。

　

講
師
は
介
護
の
専
門
家
を
お
呼
び

し
て
い
ま
す
。
疑
問
や
知
り
た
い
こ

と
な
ど
を
事
前
に
連
絡
い
た
だ
け
れ

すみだトリフォニーホールすみだトリフォニーホール

神田川神田川

ば
、
講
演
内
容
に
反
映
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
１5
分
開
始

◆
会　
場　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ　

介
護
で
困
っ
た
と
き
、

　
　
　
　
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
〜

　
　
　
　
　

介
護
保
険
の
イ
ロ
ハ

◆
講　
師　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
㈱

　
　
　
　
　
（
㈱
セ
レ
モ
ア
提
携
）

　
　
　
　
　
常
盤
紀
子
さ
ん

◆
懇
親
会　
学
習
会
終
了
後
開
催

　
　
　
　
　
会
費
２
千
円
の
予
定

　
「
窓
の
下
に
は
神
田
川
♪
」
︙
今

年
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
サ
ク

ラ
の
名
所
「
神
田
川
」
そ
ぞ
ろ
歩
き
。

　

椿
山
荘
庭
園
の
見
学
は
、「
ホ
テ

ル
施
設
利
用
者
以
外
の
入
場
お
断

り
」
と
の
こ
と
で
断
念
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
が
、
カ
テ
ド
ラ
ル
教
会
、
肥

後
細
川
庭
園
、
神
田
川
、
江
戸
川
公

園
と
見
ど
こ
ろ
は
豊
富
。
そ
し
て
、

散
策
後
は
ラ
ン
チ
宴
会
で
す
。

　

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

備
日
を
設
定
し
ま
す
。

◆
日　
時　
３
月
27
日
（
金
）

桜
満
開
の
神
田
川
で
花
見

３
月
３
月
２7２7
日日

　
　
　
　
　
９
時
45
分
、
有
楽
町
線

　
　
　
　
　
江
戸
川
橋
駅
改
札
前

◆
コ
ー
ス　
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
教
会

　
　
　
　
　
椿
山
荘
チ
ラ
見
、
肥
後

　
　
　
　
　
細
川
庭
園
、
神
田
川

◆
ラ
ン
チ　
と
あ
る
食
堂

◆
会　
費　
３
０
０
０
円

※
予
備
日　
４
月
３
日
（
金
）

東京カテドラル教会東京カテドラル教会

肥後細川庭園肥後細川庭園

　

郵
便
料
金
値
上
げ
対
策
と
し

て
、
郵
送
量
の
減
の
た
め
、
み

な
さ
ん
に
お
送
り
し
て
い
た
『
行

事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』
等
の

郵
送
を
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
効
果
は
大
き
い
反
面
、

『
行
事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を

送
る
・
送
ら
な
い
の
仕
分
け
が

必
要
に
な
り
、
作
業
の
煩
雑
化

に
よ
る
弊
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

内
容
物
の
入
れ
間
違
い
な
ど
が

起
り
、
作
業
時
間
も
長
く
な
っ

て
負
担
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
思
い
切
っ
て
、『
行

事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
発

行
停
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「『
行
事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』

は
便
利
で
い
い
」
と
い
う
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
代
替
措
置
を
講
じ
ま
す
。

①
機
関
紙
に
掲
載
し
て
い
る
「
行

事
・
行
動
予
定
」
を
継
続
す
る
。

②
幹
事
向
け
『
行
事
・
行
動
案

内
と
取
組
み
』
を
、
希
望
す
る

会
員
に
Ｅ
メ
ー

ル
で
送
る
。

　

②
の
Ｅ
メ
ー

ル
送
信
を
希
望

す
る
方
は
、
連

絡
く
だ
さ
い
。
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年
金
額
は
実
質
的
に
１
・
３
％

（
厚
生
年
金
は
１
・
２
％
）
分
目

減
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整

率
の
マ
イ
ナ
ス
が
緩
和
さ
れ
た

の
は
、
高
齢
者
な
ど
の
被
用
者

数
拡
大
と
、
被
用
者
年
金
加
入

枠
拡
大
の
効
果
が
表
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
年
金
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
被
用
者
保

　

総
務
省
は
、
１
月
23
日
、『
25
年

度
平
均
全
国
消
費
者
物
価
指
数
』
を

公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

厚
生
労
働
省
は
、
同
日
、
26
年
度
年

金
額
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
年
金
制
度
改
正
に
伴
い
、

本
来
、
適
用
終
了
に
な
る
は
ず
だ
っ

た
厚
生
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
が
30
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
受
給
者
に
不
利
益
が
生
じ

る
た
め
、
調
整
率
を
３
分
の
１
に
緩

和
す
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
に
よ
り
、

基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
と
厚
生
年

金
（
報
酬
比
例
）
の
引
上
げ
率
が
、

異
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
の
夫
婦
２
人
標
準
例

で
は
、
月
額
４
、４
９
５
円
の
引
上
げ

で
す
が
、
年
金
制
度
改
定
の
過
程
で

示
さ
れ
た
「
多
様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

に
応
じ
た
」
年
金
額
の
モ
デ
ル
５
パ

タ
ー
ン
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

既
裁
定
者
（
68
歳
以
上
）
と
も

に
賃
金
変
動
率
２
・
１
％
が
用
い

ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
調
整
率
の
26
年
度
指
数
マ
イ

ナ
ス
０
・
２
％
」
が
減
額
調
整
さ

れ
、
基
礎
年
金
は
１
・
９
％
の
引

上
げ
、
厚
生
年
金
は
マ
イ
ナ
ス
調

整
緩
和
に
よ
る
０
・
１
％
減
額
で

２
・
０
％
の
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

既
裁
定
者
の
年
金
額
は
、
元
々

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
で
し
た
。
年

金
額
抑
制
策
と
し
て
導
入
さ
れ

去
３
年
平
均
の
実
質
賃
金
変
動
率
マ

イ
ナ
ス
１
・
１
％
＋
前
年
の
物
価
変

動
率
３
・
２
％
＋
可
処
分
所
得
割
合

変
化
率
０
％
」
で
２
・
１
％
で
し
た
。

　

年
金
額
改
定
の
ル
ー
ル
は
、
賃
金

と
物
価
の
変
動
に
応
じ
た
６
つ
の
パ

タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
名

目
手
取
り
賃
金
変
動
率
と
物
価
変

動
率
が
と
も
に
プ
ラ
ス
で
、
名
目
手

取
り
賃
金
が
物
価
を
下
回
る
」
場
合

は
、
下
図
の
「
パ
タ
ー
ン
⑥
」
が
適

用
さ
れ
、新
規
裁
定
者（
67
歳
以
下
）・

「マクロ経済スライド」とは
　「年金被保険者数の増減」と「平均余
命の伸び」に基づきスライド調整率を
設定し、年金改定率から控除して支給
額を抑制することにより、将来的な年
金の給付水準を確保する仕組み。
●２６年度指数

＊公的年金被保険者数の変動率（0.1％、
　22 ～ 24 年度平均）＋平均余命の伸
　び率（△ 0.3％、定率）＝スライド調
　整率△ 0.2％（厚生年金は△ 0.1％）

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
が
悪
影
響

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
が
悪
影
響

年
金
加
入
者
の
拡
大
が
重
要

年
金
加
入
者
の
拡
大
が
重
要

■年金額改定ルール (賃金・物価スライド )

既 裁

物 価

新 裁

既 裁

物 価 賃 金 新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価

賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

賃 金

物価上昇率

年金額の改定（スライド）のルール

①
②

③

④
⑤

⑥

新裁…新規裁定者（67歳以下の方）
既裁…既裁定者（68歳以上の方）

賃
金
上
昇
率

険
の
適
用
拡
大
が
必
要
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る

「
在
職
老
齢
年
金
」
は
、
年
金
と
賃

金
の
合
計
月
額
（
一
時
金
含
む
年
合

計
額
の
12
分
の
１
）
が
51
万
円
を
上

回
る
と
、
賃
金
増
加
分
の
半
分
相
当

の
年
金
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
年
金
制
度
改
正
に
よ
る

「
支
給
停
止
調
整
額
の
引
上
げ
」
と
、

名
目
賃
金
の
変
動
に
応
じ
た
改
訂
に

よ
り
、26
年
度
は
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、

65
万
円
に
な
り
ま
す
。

▼
在
職
老
齢
年
金
の
　

▼
在
職
老
齢
年
金
の
　

支
給
停
止
調
整
額
は

　

支
給
停
止
調
整
額
は

　

６
５
万
円
へ
大
幅
引
上
げ

６
５
万
円
へ
大
幅
引
上
げ

基
礎
年
金
１
・
９
％
　
　
　

基
礎
年
金
１
・
９
％
　
　
　

厚
生
年
金
２
・
０
％
引
上
げ

厚
生
年
金
２
・
０
％
引
上
げ

26
年
度
年
金
額
改
定

二
重
の
抑
制
策
で
目
減
り
増

二
重
の
抑
制
策
で
目
減
り
増

た
「
年
金
額
改
定
ル
ー
ル
」
に
よ
り

１
・
１
％
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

に
よ
り
０
・
２
％
減
額
さ
れ
、
基
礎

　
『
25
年
度
平
均

全
国
消
費
者
物

価
指
数
』
は
３
・

２
％
。
一
方
、『
名

目
手
取
り
賃
金

変
動
率
』
は
、「
過

基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
改
定
に
差

基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
改
定
に
差
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高
市
首
相
が
、

通
常
国
会
冒
頭
の

解
散
を
正
式
表
明

し
た
そ
の
日
、
１

月
の
19
日
行
動

２
月
〜
３
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定定

▼
憲
法
と
『
建
国
記
念
の
日
』
を

　

考
え
る
集
会
（
紹
介
）

＊
日　
時　
２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
〜

＊
場　

所　

日
本
教
育
会
館
８
階

＊
講　
演　
①
共
に
生
き
る
と
は
何
か

　
　
　
　
　
②
ヘ
イ
ト
NO
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
都
労
委
命
令
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争

　

勝
利
を
め
ざ
す
決
起
集
会
（
紹
介
）

＊
日　
時　
２
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
18
時
15
分
〜

＊
場　

所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

▼
総
が
か
り
２･

19
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
２
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

▼
２
・
20
東
京
総
行
動

け
ん
り
春
闘
経
団
連
前
行
動（
紹
介
）

＊
日　
時　
２
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
８
時
45
分
行
動
開
始

＊
場　
所　
都
内
各
地

＊
取
組
み　

12
時
10
分
経
団
連
前

■
演
芸
を
楽
し
む
会

＊
日　
時　
２
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
現
地
集
合

現
地
集
合

＊
会　
場　
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

＊
懇
親
会　
公
演
終
了
後
実
施

●
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ
26

＊
日　
時　
３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
00
分
集
合
集
合

＊
場　
所　
上
野
水
上
音
楽
堂
横

＊
場　
所　
上
野
水
上
音
楽
堂
横

　
　
　
　
　

広
場
〜
御
徒
町
公
園

御
徒
町
公
園

●
と
め
よ
う
原
発
全
国
集
会

●
と
め
よ
う
原
発
全
国
集
会

＊
日　
時　
３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

＊
場　
所　
代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

　
　
　
　
　
デ
モ
（
原
宿
コ
ー
ス
）

◆
東
京
清
掃
定
期
大
会

＊
日　
時　
３
月
15
日
（
日
）

（
日
）

＊
場　
所　
連
合
会
館

＊
傍　
聴　
要
事
前
連
絡

■
第
４
回
幹
事
会

＊
開
催
日　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
開
会

＊
場　
所　
清
掃
会
館

＊
傍　
聴　
要
事
前
連
絡

■
学
習
交
流
会
26
春

＊
開
催
日　
３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
15
分
開
会

＊
会　
場　
清
掃
会
館

＊
テ
ー
マ　
介
護
セ
ミ
ナ
ー

▼
総
が
か
り
３･

19
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
３
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＊
日　
時　
３
月
27
日
（
金
）

　
⬇
 予
備
日
４
月
３
日
（
金
）

＊
集　
合　
９
時
45
分

　
　
　
　
　
江
戸
川
橋
駅
改
札
前

＊
コ
ー
ス　
神
田
川
周
辺
散
策
と
ラ
ン
チ

＊
会　
費　
３
０
０
０
円

「「高市政治高市政治をを許さなえ許さなえ」」
ボード登場 (^ ^)ボード登場 (^ ^)

が
行
わ
れ
、「
党
利
党
略
解
散
許
さ
ず
」

の
声
が
強
く
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
や
政
党
代
表
（
社
民
、共
産
）

は
、
高
市
批
判
と
合
わ
せ
て
『
中
道
改

革
連
合
』を
批
判
的
に
論
評
し
ま
し
た
。

　

立
憲
を
代
表
し
発
言
し
た
岸
ま
き
こ

参
議
院
議
員
は
、「
説
明
不
足
」
を
詫

び
つ
つ
、「
与
党
と
対
峙
し
、
人
権
と

平
和
を
守
る
政
治
の
確
立
を
」
と
、
訴

え
ま
し
た
。
退
職
者
会
の
参
加
は
８
名
。 岸まきこ参議院議員岸まきこ参議院議員

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
15
年
前
、
希
望
退
職
等
で

人
員
削
減
の
目
標
数
を
達
成
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
265
人
を
不
当
解
雇
。

労
組
は
、
数
値
上
の
根
拠
を
示
す
よ
う

団
交
等
で
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

会
社
側
は
回
答
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
社
側
の
姿
勢
を
「
不
当
労
働

行
為
」
と
し
て
、
４
年
前
に
都
労
委
へ

提
訴
。
１
月
15
日
、
都
労
委
は
、「
会

社
は
人
員
に
関
し
て
根
拠
を
示
し
具
体

的
に
見
解
を
述
べ
、
誠
実
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
労
組
側
勝
利
の

命
令
を
下
し
ま
し
た
。
闘
い
の
弾
み
に

な
る
画
期
的
な
命
令
で
す
。
改
め
て
、

争
議
解
決
へ
、
支
援
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

ＪＡＬ解雇争議　　　ＪＡＬ解雇争議　　　
都労委が組合勝利命令都労委が組合勝利命令
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１
月
21
日
、
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

で
『
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条
改
悪
反
対
連

絡
会
議
』
主
催
の
「
辻
元
清
美
議

員
対
話
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

元
『
闘
う
国
鉄
闘

争
団
』
議
長
の
二
瓶

久
勝
代
表
は
、
主
催

者
挨
拶
で
高
市
政
権

の
姿
勢
を
批
判
し
、「
高
市
の
暴
走

を
と
め
る
こ
と
と
、
生
活
改
善
の
２

点
の
実
現
を
目
標
に
、
総
選
挙
を
取

り
組
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
辻
元
清
美
議
員
の
講
演

に
入
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
参
議
院
議

員
な
の
で
、
政
党
は

立
憲
の
ま
ま
。
衆
院

は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ

事
情
に
よ
り
、
公
明
と
組
ん
だ
。

　

１
年
３
か
月
前
に
総
選
挙
を
や
っ

た
ば
か
り
。
こ
の
間
の
国
政
選
挙
で

裏
金
問
題
に
よ
り
自
民
は
減
っ
た
。

　

自
民
は
、
国
民
の

生
活
を
考
え
て
い
な

い
。
党
の
こ
と
し
か

考
え
て
い
な
い
。
所
信
表
明
演
説
な

し
に
国
会
冒
頭
解
散
。
よ
っ
ぽ
ど
困

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

統
一
教
会
の
自
民
党
へ
の
支
援
が

韓
国
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
統
一
教

会
極
秘
文
書
で
は
「
高
市
早
苗
」
の

名
前
が
32
回
も
出
て
い
る
。
こ
こ
を

国
会
で
追
求
さ
れ
た
ら
か
な
り
厳
し

い
。
特
捜
部
は
あ
る
大
物
議
員
に
狙

い
を
つ
け
て
い
る
と
の
報
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
が
、枝
野
予
算
委
員
長
。

予
算
委
員
長
権
限
に
よ
り
首
相
へ
の

質
問
を
他
閣
僚
等
答
弁
で
は
な
く

首
相
自
身
に
応
え
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
を
嫌
が
っ
て
い
る
。
与
党
過

半
数
な
ら
、予
算
委
員
長
を
と
れ
る
。

　

高
市
政
権
は
最
悪

の
政
権
だ
。
裏
金

議
員
を
完
全
復
活

さ
せ
る
。
そ
れ
を
維

新
が
後
押
し
し
て
い
る
。
公
明
と
い

う
ブ
レ
ー
キ
が
な
く
な
り
、
維
新
が

ア
ク
セ
ル
役
に
な
っ
て
い
る
。

　

維
新
は
、
大
阪
府
・
市
ダ
ブ
ル
選

挙
を
仕
掛
け
た
。
国
保
逃
れ
の
追
及

を
そ
ら
す
た
め
に
28
億
円
の
公
費
を

使
う
と
い
う
の
は
、
許
さ
れ
な
い
。

　

一
方
、
野
党
は
バ

ラ
バ
ラ
。
誰
と
共
闘

す
る
か
。
国
民
民
主

は
フ
ラ
フ
ラ
し
、
ネ
ッ

ト
右
派
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
。
共

産
、
社
民
で
は
数
が
少
な
い
。

　

公
明
は
野
党
宣
言
し
、「
闘
う
」

と
表
明
。
自
民
は
公
明
の
１
～
２
万

票
の
ゲ
タ
を
は
い
て
い
た
。
公
明
が

自
民
に
投
票
し
な
い
よ
う
協
議
を

進
め
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
高
市
解
散

が
急
遽
浮
上
。
自
民
・
維
新
・
参
政
・

国
民
は
ス
パ
イ
防
止
法
、
国
章
棄
損

罪
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

を
阻
止
す
る
た
め
、
急
に
話
が
進
み

『
中
道
改
革
連
合
』
に
な
っ
た
。

　

政
策
の
す
り
合
わ

せ
が
問
題
。
特
に

安
保
法
制
と
原
発
。

安
保
は
、
自
国
防
衛

の
行
使
は
合
憲
、
集
団
的
自
衛
権
は

認
め
な
い
。
専
守
防
衛
に
徹
す
る
。

　

原
発
の「
将
来
的
に
依
存
し
な
い
」

は
、
現
方
針
を
逸
脱
し
て
い
な
い
。

　

高
市
＋
維
新
以
外

の
政
権
を
つ
く
る

べ
き
。
比
較
第
一

党
に
な
れ
ば
、
政
権

を
取
れ
る
。
自
民
党
は
割
れ
る
。

　

社
会
運
動
を
し
て
い
る
方
か
ら
、

安
保
法
制
の
対
応
等
に
批
判
が
あ

る
。
社
会
運
動
と
政
治
は
別
も
の
。

保
守
は
何
で
も
飲
み
込
み
政
権
を

維
持
。左
派
は
こ
れ
を
避
け
て
き
た
。

社
会
運
動
は
正
攻
法
で
い
い
が
、
政

治
は
別
の
も
の
さ
し
で
や
る
べ
き
。

　

政
権
交
代
へ
、
情
勢
は
非
常
に
厳

し
い
が
、
こ
れ
以
上
悪
い
日
本
に
し

た
く
な
い
。
市
井
の
市
民
の
声
に
ど

う
応
え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

届
け
よ
う
！
わ
た
し
た
ち
の
思
い
を
国
政

届
け
よ
う
！
わ
た
し
た
ち
の
思
い
を
国
政
へへ

▼
辻
元
清
美
議
員
と
の
対
話
集
会
▼

二
瓶
久
勝
代
表
挨
拶

参
院
は
立
憲
が
残
っ
て
い
る

な
ぜ
、
国
会
冒
頭
解
散
か
？

高
市
＋
維
新
は
最
悪
の
政
権

共
闘
？
野
党
は
バ
ラ
バ
ラ

政
策
は
安
保
と
原
発
が
問
題

比
較
第
一
党
を
と
り
政
権
交
代
へ

お
話
を
踏
ま
え
た
感
想

　

辻
元
議
員
の
お
話
し
に
よ
り
、

『
中
道
改
革
連
合
』
に
至
っ
た
経
緯

は
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
よ
し

と
す
る
か
否
か
は
、
会
員
諸
氏
そ

れ
ぞ
れ
の
判
断
に
委
ね
ま
す
。

　

当
日
の
集
会
は
、
辻
元
議
員
が

体
調
不
良
の
た
め
、
短
時
間
の
講

演
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残

念
で
し
た
。
も
う
少
し
詳
し
い
話

を
聞
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
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『
退
職
者
会
』
は
主
に

『
退
職
者
会
』
は
主
に

　

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
・
退
職
者
の
生
活
は
、
年

金
・
医
療
・
健
康
保
険
・
介
護
保
険

等
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
決

め
る
の
は
政
府
で
す
。『
退
職
者
会
』

は
、省
庁
要
請
を
行
う
こ
と
は
勿
論
、

政
府
の
諮
問
会
議
等
に
声
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
で
す
。

　

生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保

障
制
度
は
、
平
和
で
な
け
れ
ば

維
持
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

平
和
を
守
る
こ
と
は
大
事
で
す
。

孫
・
ひ
孫
の
世
代
に
平
和
な
社

会
を
残
す
た
め
、
現
役
世
代
と

と
も
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は
、
労

働
者
の
賃
金
水
準
に
よ
り
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。『
退
職
者
会
』

は
、
労
働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
、
現
役
の
「
応
援
団
」
で
す
。

　

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
を
開
催

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
を
開
催

　

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
行
事

を
、
猛
暑
期
を
除
き
ほ
ぼ
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
、お
花
見
、

こ
の
た
び
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん

こ
の
た
び
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん

退
職
者
会
で
と
も
に
明
る
く
楽
し
く
元
気
に

退
職
者
会
で
と
も
に
明
る
く
楽
し
く
元
気
に

お花見ウォーキング / 飛鳥山公園お花見ウォーキング / 飛鳥山公園
（2025 年３月）（2025 年３月）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
新
年
会
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
落
語
鑑
賞
な
ど
で
す
。

　

再
任
用
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
退
職
者
会
の
準
会
員
で
し
た
。
再

任
用
が
終
了
し
た
後
は
、
改
め
て
正

会
員
へ
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
退
職
者
会
に
残
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡澤会長、纐纈副会長、押田幹事・人権交流会会長岡澤会長、纐纈副会長、押田幹事・人権交流会会長
桐田・染・中里、江森歴代委員長桐田・染・中里、江森歴代委員長

東
京
清
掃
26
団
結
旗
開
き

　

東
京
清
掃
26
団
結
旗
開
き
が
、
１

月
13
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
、
退
職
者

会
か
ら
は
岡
澤
会
長
、
纐
纈
副
会
長

と
清
掃
人
権
交
流
会
を
代
表
し
て
押

田
幹
事
が
参
加
し
ま
し
た

　
確
定
闘
争
の
成
果
を
踏
ま
え

　
確
定
闘
争
の
成
果
を
踏
ま
え

　
再
直
営
化
等
課
題
へ
の
決
意
表
明

　
再
直
営
化
等
課
題
へ
の
決
意
表
明

　

多
田
修
一
郎
委
員
長
は
主
催
者
挨

拶
で
、
昨
年
の
確
定
で
確
立
し
た
新

業
務
職
給
料
表
を
「
よ
う
や
く
念
願

が
か
な
い
実
現
し
た
」
と
、
大
き
な

成
果
に
触
れ
、「
こ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
く
、
組
合
員
の
生
活
向
上
の
た

め
、
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
く
」
姿
勢
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま

た
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
対
応
に

つ
い
て
ふ
れ
つ
つ
、「
直
営
の
力
が

必
要
、
再
直
営
化
を
目
指
し
て
取
り

組
む
」
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
家
庭
ご
み
有
料
化
を
勝
手
に
は

　
家
庭
ご
み
有
料
化
を
勝
手
に
は

　
進
め
な
い
と
区
長
会
会
長
が
強
調

　
進
め
な
い
と
区
長
会
会
長
が
強
調

　

来
賓
の
吉
住
健
一
区
長
会
会
長

（
新
宿
区
長
）
は
、
最
近
小
池
百
合

子
都
知
事
が
言
っ
て
い
る
家
庭
ご
み

有
料
化
に
つ
い
て
、「
し
っ
か
り
現

場
で
働
い
て
い
る
皆
様
と
意
見
交
換

し
、
ど
う
い
う
姿
が
望
ま
し
い
か
判

断
し
た
い
。
勝
手
に
進
め
る
こ
と
は

し
な
い
」
と
、
東
京
清
掃
と
の
協
議

な
し
に
一
方
的
に
行
う
こ
と
は
絶
対

に
な
い
と
、
強
調
し
ま
し
た
。

　

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
は
、
に
わ

か
に
出
て
き
た
解
散
総
選
挙
に
つ
い

て
、「
自
己
都
合
解
散
は
反
対
だ
が
、

や
る
と
な
っ
た
ら
断
固
闘
う
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
歴
代
委
員
長
を
代
表
し

て
、
桐
田
達
也
元
委
員
長
の
音
頭
で

乾
杯
、
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
の
団
結
の
強
さ
、
組
織

の
暖
か
さ
を
感
じ
る
盛
り
上
が
っ
た

集
い
で
し
た
。（
岡
澤
徹
記
）


